
●豊川放水路は、豊川の洪水被害軽減を目的とする全長6.6kmの人工河川です。
●豊川の洪水の分流を、昭和40年（1965年）7月の完成後これまで通算274回、
放水路上流の分流堰で実施しました。（令和7年(2025年)8月1日現在）

●分流堰を監視・操作するための管理所から放水路や分流堰をご覧になれます。

【問合せ先】豊橋河川事務所 電話：0532-48-2111
【アクセス】 東名高速道路 豊川ICから車で約10分(約5㎞)E1

【ＨＰ】

◇見学の所要時間は30分～１時間程度、見学可能人数は２０名程度です。
◇ 見学は事前予約が必要で、平日の平常時のみ実施します。
◇ 豊川放水路管理所は施設が古く狭隘なため、見学方法など以下へ問合せください。

平常時の豊川放水路分流堰 見学状況

洪水時の豊川放水路

豊川放水路分流堰の場所

見学にあたってのご案内

分流堰管理所屋上 分流堰管理所内
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豊川放水路分流堰

豊川放水路は令和４年
「選奨土木遺産」（※）に
認定されました。

(※)選奨土木遺産とは歴史的土木建造物を保存するため土木学会から認定されるものです。

豊川放水路分流堰

豊川の安全を守って６０年
～豊川放水路を間近でご覧になれます～ 愛知県

河川

14 とよがわほうすいろぶんりゅうぜき


	スライド 1

